
第12章農業機械に関する研究

第1節 研究の変遷

1 ．明治時代 37年から作物研究の中で八反取，田打ち車，雁爪

などの除草機による除草効果と稲の生育，収髄に

及ぼす影響について試験したのが妓初である。

これについで明論43年から籾の乾燥法について試

験を行い．地干しに比べ重ね干しや架干し、特に

架二|こしによる米の品質改善効果の高いことを実証

した。

明猜初期における本県の僕業は人力が中心で鍬

や鎌をはじめ各砿の除草機などによって作業が行

われていた。また家畜は役用として飼育されてい

たが， きゅう肥が自給肥料として璽用きれるとと

もに農耕以外に日常蛍物の運搬などに利用するこ

とも牛馬を飼育する大きな目的であった。この牛

馬が農耕開として本格的に利用され始めたのは明

論に入って蝿が改良きれてからであり、特に明論

30年頃から耕うん作業に多く利用きれるようにな

った。農業試験場における農具の試験研究億|脚論

2．大正時代

第一次欧州大戦後における労働不足及び労麓の

高騰が原因となって農機具は著しく進歩した。明
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本喋に始めて導入された石油発動機（左=Zエンジン．右＝インタナショナル大正時代）
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治45年から大正7年にかけて牛馬耕の効果を実証

するため水稲及び裸麦における深耕と施肥量の関

係について試験した。 また石油発動機が本県に導

入きれたのは大正7年に徳島市中島田町の逢坂氏

が， 同9年には同市名東町の鈴江氏が何れも米国

製のZエンジンを購入し， これをバーチカルポン

プにセットして水田の揚水に使用したのが始めで

ある。

大正12年には当時の農具担当者か米国製の石油

発動機の実演会を開いた。 この時参観者は米国製

の新型機械を初めて見て感心していたが， エンジ

ンを始動したのちしばらくして突然異常音が起こ

り．排気消音機が抜けて吹っ飛び近くの家のシト

ミを破損した。 これを見た参観者達は身の危険を

感じ後ずさりしたという話が残っている。 このよ

うに石油発動機の導入当時は，すばらしい性能に

対する期待と複雑な機構に対する不安があった。

このような経過の後，徐々に輸入台数力増加した。

また大正10年頃から国産の優れた石油発動機が製

造されるようにな') ，大正11年から15年にかけて

脱穀機，籾摺機、大豆カス粉砕機，稲扱機，籾摺

機麦脱桴機などめ作業機について石油発動機の

利用試験を行い，機種の比較や従来の人力用機械

を用いて作業能率や経済性について比較検討が行

われた。大正10年に本県に始めて県腱会及び徳島

県立農学校に各1台スイス製ロータリ耕うん機が

購入されている。

かけて， 火力乾燥機や蚕室を改良した簡易火力乾

燥法について試験を行い．在来のムンロ干し法と

比較検討した。昭和l1年には人力製繩機や本県の

土壌に適した華を選定するための試験か行われた。

その他この頃の農具係の業務として石油発動機の

修理及びマグネットの磁力付与を行った。 また，

支那事変のために応召した農家の農機具を無料で

修理するため．大日本農機具協会主催により県下

18か町村で修理を実施した。優良農機具の普及を

はかるため．昭和6年10月28日～30日の3日間鴨

島町において徳島県麻植郡農会主催， 農事試験場

後援で開かれた全国農蚕具実演展示会に農具市が

併設された。 また昭和11年10月12日から3日間農

事試験場主催，農林省および大日本農機具協会後

援によりⅢ農事試験場ならびに隣接の徳島農業学

校の運動場を会場として，全国農機具実演展示会

が開かれ農業用原動機．耕種用および副業用器具

揚水機などを展示した。その他大日本農機具協会

の証票を貼付したものや本会の承認を受けた優良

農機具を全国から収集し出品点数は1,386点と極

めて大規模の実演展示会が開かれた。 またこの会

期中に肥料，農薬の展示会と試験成織の展示を行

った。来観者数は延べ5万人に上ったと言わｵL，

当時の新しい農機具に対する農家の関心の大きさ

がしのばれる。 また昭和10年12月2日よI)6日ま

での5日間，農事試験場において農林省委託によ

る穀物調製機及び脱穀機，精米機，選別機，製粉

機， 製麺機の使用法について，農林省農事試験場

の正村技師を講師に招いて技術講習会が開かれた。

この講習会への参加資格は．農機具の指導奨励に

従事する郡市町村農会などの技術員であったが，

講習生147名のうち90名に修了証が授与きれている。

農機具担当者の活動は昭和14年を最後に中断され

たが， これは支那事変から太平洋戦争へと続いた

ため， 人貝や物資の不足によるものと思われる。

3．昭和時代（戦前）

昭和2年には農機具研究の重要性が認められ，

極芸部の中に農具担当者が置かれた。石油発動機

や電動機の利用試験は続いたが，一方では農林省

の指導方針として農閑期の畜力を有効に利用する

ための試験として畜力除草機（昭和2年)，畜力用

籾摺機（昭和8～9年）の比較試験を農林省の指

定試験として行い優良農機具を選定した。 このほ

かにも農林省の委託によ')人力脱穀機人力用除

草機（昭和9年)，動力脱穀機，籾摺機，綣米機，

麦類の糒白機，選別機，製粉機製麺機（昭和10

年～13年）などについて能率や性能の比較試験を

行い優良機種を選定した。

籾の乾燥法については昭和3年から昭和7年に

4．昭和時代（戦後）

昭和24年に農機具担当が復活し研究活動が再開

された。太平洋戦争の終戦により，軍需工場から

平和産業への転換を目指し，大小の企業が経験の

乏しい農機具の製造に進出した。 また当時は域後

の混乱により材料も不足して粗悪農機具が一部で
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査するとともに，水稲直播栽培に適した耕法を選

定するため全耕ドリルおよび不整地ドリル播き法

を行って検討した。

水稲栽培で最も多くの労力を必要としていた田

植の機械化は当時の技術者の間では不可能と思わ

れていたため， この作業の省力化を図るには直播

栽培が最も近道と考えられ，昭和35年頃から40年

頃まで全国各地で栽培試験が行われた。本農試で

も昭和35年に購入された乗用トラクタを中心とし

た水稲直播機械化栽培体系確立試験が昭和36年～

40年に行われ，機械化体系はほぼ確立された。 し

かし乾田直播栽培では発芽苗立が不安定なことや’

漏水が極めて多く用水量不足を生ずること， これ

に伴う養分の溶脱などにより収量が低下すること

が問題となった。また湛水直播栽培では収量は移

植栽培並であったが、倒伏しやすいなどの欠点が

あり昭和40年頃に開発された田械機による栽培試

験の始まりとともに中止された。

傾斜地の揚土機については昭和28年～32年に畜

力揚土機，昭和35年にはけん引咽（ウインチ式）

動力揚土機の試作に成功し実用化を検討した。ま

た昭和37年頃開発されたユニバーサルローターの

揚土性能についてウインチ式との比較検討をした。

この結果，移動に便利なユニバーサルローターが

実用化され、苛酷な作業といわれた傾斜畑の揚土

作業も機械化による省力技術が確立された。一方

急傾斜畑の耕うん法についての試験は昭和38年～

40年に行われた。供試機種は歩行型トラクタ（3

~4PS)の走行兼用耕うん装置であるプラウロー

ター， ドラムローターおよび傾斜地における接地

性能を高めるために考案され，車輪の高さを変え

た段軸装置双用華などであり、 これらをけん引場

土機やユニバーサルローターに組み合わせて揚土

作業の実用性が検討された。その結果急傾斜地の

耕うん用機械としてドラムローターを中心とした

体系が実用化され，県西部を中心に普及し，現在

でも多くの急傾斜畑でこれらの改良咽が利用され

ている。昭和35年には酪農の振興に伴い牧草の刈

取作業の機械化が強く要望され，大麻町のレンケ

畑において回転刃式や往復動刃式および高速回転

刃式刈取機の実用性を検討したが，供試機全般に

問題点が多く，今後の改善のための資料を得たに

留まった。昭和37年には水稲防除用として移動式

販売されるようになった。このため昭和24年から徳

島県奨励農機具制度が設定され，県下に販売され

ている主要機種について性能，機構の両面から検

定を行い，合格機については徳島県奨励農機具の

認定マークを貼付して販売されるようになった。

この認定は昭和24年から26年の3か年間行い， 人

力噴霧機（20台)，人力散粉機（11台)，人力噴霧

機(7台)など6機種について行われた。

昭和26～28年には播種の省力化をはかるため，

農林省から委託されたアメリカ製播種機の利用試

験や国産播種機との比較検討が行われた。また昭

和28～32年には，本県の傾斜畑で最も難作業であ

った揚土作業を合理化するため，畜力式の揚土機

を試作検討して傾斜度が10度以下での実用性を認

めた。またこの頃から歩行型トラクタによる深耕

試験や代かき試験が行われ,昭和32年には耕うん

機の利用が困難と思われていた湿田における耕う

ん機の利用を促すための試験を行うなど，本県の

水田に適した動力耕うん法の検討が行われた。ま

た川内町の1.6haの水田で耕うん機を中心とした機

械化営農試験を実施し，耕うん機導入による経営

の有利性を実証した。

昭和27年～28年頃より本県の東南部沿岸地帯に

おいて栽培が始め~られた水稲早期栽培は， 8月上

～下旬の高温多湿条件下で収穫されるため、胴割

米の発生などが多く品質が低下しやすいうえ，乾

燥が不充分で長期貯蔵がしにくいなどの問題点が

生じた。このため昭和33年に雨天，曇天，晴天下

における加温通風乾燥試験を行い，床下送風温度

を適正に保てば不良天候時でも胴割れ米や乾燥む

らによる品質の低下はないことがわかり，安全で

合理的な早期籾の乾燥法を確立した。また昭和34

年には普通水稲籾乾燥法の検討を行うとともに。

県下3農協に設置され， さらに増加の気運にあった

大型通風乾燥機による乾燥法について実用性を検

討した。

昭和33年～35年には麦作の省力化をはかるため，

作条・播種・施肥・覆土の各作業が一工程ででき

る動力ドリル播種機を使用した省力栽培試験を行

い省力効果を確認した。また刈取機の利用しやす

い条間についても検討した。昭和35年には麦用と

して試験してきた畑用のドリル播種機を水稲乾田

直播栽培に利用ずるため、籾の開度別落下量を調
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畦畔散布機の実用性が検討された。

昭和38年には農業機械の急速な進歩や農業構造

改善事業の実施などに伴い大型機械化体系の確立

が強く要望され， また機械化研究の重要性も認め

られ農業機械科が新設された。

昭和39年から40年にかけて県が購入した普通蝿

コンバインの利用試験を行い、品種の早晩とコン

バインに適した刈取適期，茎葉および籾の水分と

作業能率，倒伏程度と穀粒損失の関係について検

討した。またコンバインと同時に購入した移動式

循環型乾燥機を使用し，普通堀コンバインで収種

した生籾の乾燥法を調査検討した。昭和40年には

トラクタとルーズベーラによるコンバイン収穫後

の排わら処理法について試験するとともに，排わ

ら処理後の耕うん整地法についてプラウ耕， ロー

タリ耕による試験を行った。

昭和40年～41年には根洗苗（成苗）用田植機の

実用性について試験が行われ，作業精度や水稲の

生育および収量などについて慣行の人力田植と比

較検討が行われた。これと同時に苗播機について

も試験を行った。これは落水した水田に作条し，

この中に切断された苗を落下させて行くものであ

る。根洗苗用田植機により田植作業の省力化はで

きたが，苗取作業の省力効果は少なかった。苗播

栽培は苗の落下深度が不安定で倒伏しやすいこと

や育苗に多くの労力と経賀が必要であった。この

ひも苗方式は稚苗田植機へと発展した。また昭和

43年頃までは根洗苗用田植機，苗播機，稚苗田植

機に適した代かき方法や作業能率および経済性に

ついて直播栽培法との比較検討が行われた。 しか

し昭和45年にバラ播苗で田植の可能な稚苗田械機

が開発され， この実用性を検討した結果，箱育苗

の播種労力が少なくしかも田植精度や作業能率も

高かったことからバラ播き苗による稚苗移植方式

が広く普及し始めた。これに伴って昭和44年～45

年にバラ播苗用田植機の露地育苗試験を行い’実

用性の高い育苗技術を考案した。

昭和41～42年には早期水稲の刈取機適応性試験

を行い，半湿田に多く栽培される早期水稲に使用

できる車輪の型式について検討した。供試した各

機種とも半湿田では走行部に問題が多くさらに改

良が必要と思われた。

昭和42年には普通鞭コンバインとともに購入し

た移動用循環型乾燥機を6室に分割乾燥できるよ

うに改良し， 多くの品種を同時に乾燥できるよう

にするとともに，乾燥後の籾の分配をしやすくし

た。昭和43年には乗用型トラクタによる耕うん整

地後における耕盤の高低差と田植機の走行性を検

討した。フロート型田植機は耕盤の高低差が大き

くても安定した走行をするが，車輪型のものは耕

盤の影響を受けやすいことが明らかとなった。

歩行型の小型コンバイン（穂刈型）は昭和37年

頃に開発されたが，開発当初は実用性が十分でな

かった。 しかし昭和43年頃開発された歩行式自脱

型コンバインは，鳴門市の早期栽培稲で実用性を

検討した結果，作業能率，穀粒損失，半湿田にお

ける走行性などの面で実用性の高いことが実証さ

れた。また昭和44年～46年には普通水稲を用いて

自脱型コンバインとバインダによる収穫時期と胴

割れ米などの被害粒の発生状況などについて調査

し，刈取機種別収穫法の指針とした。

昭和44年にはハウス園芸で問題となっていた運

搬作業を改善するため人力4輪式運搬車を試作し，

慣行の1輪車に比べ56％程度の労力に省力化する

ことができた。

昭和45年～46年には自脱型コンバインによって

大量に収穫された生籾の品質劣化を防ぐため，早

期米を対象としてコンバイン袋，麻袋， カマス、

ムンロによるバラ積などの簡易貯留法について検

討し、貯留時間と変質米の発生について検討した。

また普通水稲を対象として静置式通風乾燥機を使

用し、 コンバインで収穫した生籾を予備乾燥する

一時貯留法試験を行った。収穫生籾の水分23％程

度のものを予備乾燥により18％程度にすれば， 40

日間程度貯留することが可能であることが明らか

になった。

昭和47年には農業試験場の石井町への移極に伴

い，基盤整備された水田における乗用鯉トラクタ

の走行性について検討するため，乗用型トラクタ

(32PS車輪型)+プラウを供試し走行性の可否と

車輪の沈下程度、土壌硬度，土壌水分などの関係

について調査検討し，基盤整備水田における耕う

ん法の参考資料とした。

昭和46年～48年に田植機用マツ|､苗の露地中苗

化試験を行い，簡易露地育苗技術を確立するとと

もに．本田において田植機に対する適応性の高い
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ことを実証した。また水田の高度利用方式を確立

するため，早期水稲十ハクサイおよびハウスキユ

ウリを組合わせた総合実証試験を行い，問題点を

摘出し農業経営改善のための黄料とした。昭和47

年には新咽動力回転筒傾斜咽の米選機について検

討し，従来の縦線'卿米選機に比べて選別性能が極

めて高いことが実証された。昭和46年～48年に稲

作転換畑に大豆栽培がクローズアップされ， この

省力機械化技術を確立するため1条用バインダな

どの収穫機および脱粒機の実用性について検討す

るとともに，播種から収櫻調製までの機械化作業

体系について検討した。

昭和48年～50年には全面全屑播栽培を行ったビ

ール麦の自脱型コンバインによる収樅法について

検討し，刈取時期や刈取時の扱胴回I伝数がビール

麦の損傷および発芽に与える影郷を明らかにした。

昭和48年～51年に中核試験として，四国中山間

地帯における山地酪農技術の確立に関する研究を

行った。その中で放牧地における中小W職械化体

系を確立するため，耕うん幣地，刈取り，集草法

などの機械化体系を検討した。また急傾斜草地に

おける余剰草の収極法を確立するため小型機を中

心とした作業体系を検討した。

昭和48年～50年にはタケノコ掘取機の開発をは

かるため現地の実態調査を実施し，各種の掘取機

を試作し実用化を検討した。動力掘取機は問題点

が多くいずれも実用化できなかった。一方人力用

のハンマー式掘取機を試作し実用化を検討した結

果， これはスコップ式であI)狙い掘りができるな

ど実用性の高い掘取機であった。

昭和50年には水稲の稚苗移植栽培と湛水直播栽

培について機械利用作業体系について比較検討し

た。湛水直播は稚苗移植に比べ育苗労力が不要で

あるが，発芽の不安定性や倒伏が多いことなどに

より収量が不安定になりやすいなどの問題点が認

められた。

昭和49年～51年には露地野菜収穫物の搬出法改

善のためシロウリを供試し，動力運搬車による効

率的搬出法を確立した。また米の生産調整によっ

て放置され多年生雑草が密生している湿田の長期

休耕田の復元法として、雑草の焼去やロータリ耕

うん，代かきを合理的に組み合わせることにより

復元対策を確立した。

昭和50年～52年には動力2条用水田中耕除草機

により，水田の除草および中耕の効果を検討した

が，いずれの効果も高く稲の生育，収量は除草剤

中心の対照区より良好で収量も高かった。

昭和51年～53年には自脱型コンバインによる麦

類の収穫法を究明するため．裸麦およびビール麦

を対象として収穫時の穀粒水分と扱歯周速度との

関係について調査し，発芽および品質を劣化させ

ない収穫法を確立した。また自脱型コンバインに

より早刈りされた裸麦の高水分包皮粒の乾燥法や

包皮粒の調製法についても試験し対策技術を確立

した。

水稲の田植機は昭和44年頃より急激に普及し始

め，平担部の水田では2条用田植機を中心に90％

以上の普及がみられている。一方ではさらに能率

の高い田植機の要望が高く，昭和51年には4条用，

昭和53年には6条用について検討したがいずれの

田植機も実用性の高いことが実証された。またタ

バコ，野菜などの導入条件を有利にするため、 中

苗用に製作された田植機について検討したがこれ

も実用性の高いことが認められた。

昭和52年～54年には砂質畑における露地野菜の

連作障害と農薬飛散による公害を防ぐため，畦立

一土壌消毒一マルチングを同時に行う一工程作業

機の試験を行ったが，省力効果および安全性が高

く実用化された。

昭和53年～57年には転換畑における大豆栽培の

省力化をはかるため播種から収穫までの作業体系

について検討し，大豆用として利用できる機械から

播種機，防除機，刈取機，脱粒機などの性能につ

いて調査し、 これらの機械を組み合わせた作業体

系を作成し省力化をはかった。また昭和54年～56

年には圃場での大豆束収集，運搬，予乾の3作業

を一体化し大豆刈取後の作業を大幅に省力化する

ため，四国農試との共同研究により、小型予乾用

コンテナを製作して検討したが，作業能率が向上

し品質の低下もなくこれからの大豆栽培の新技術

として有望と認められた。

昭和54年～55年にはゴボウの掘取跡地の整地法

を検討するため，乗用トラクタ用ロータリおよび

トレンチャ用埋め戻し機を利用した簡易整地法を

確立した。

昭和55年～56年には本県西部の水稲および麦類
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試作機を完成した。この研究は昭和58年度から地

域プロジェクト研究の一環としてさらに研究を続

けている。

昭和57年から水稲の湛水土壌中直播栽培法につ

いて4条用直播機を供試し試験を行っているが，

稚苗移植栽培に比べ育苗労力が不要であるため一

層の省力化が可能であI) . しかも同等以上の収量

が得られている。 しかしやや倒伏しやすい欠点が

あり，昭和59年まで試験を続け実用性について検

討する。また昭和58年～59年に!ま他用途米の自脱

咽コンバインによる収穫技術について試験を行っ

ている。

の採諏地帯における収樫作業の改葬をはかるため，

種子用自脱囎コンバインを供試し実用'性を検討し

た。収櫻時の穀粒水分と作業桁度および発芽率に

ついて試験を行い、水稲および麦類の採種技術を

確立した。

昭和56年～57年には山間傾斜地のダイコン栽培

で萎黄病の発生が多くなI)土壌消毒の必要が生じ

たが、礫が多いことや傾斜畑であることから平担

部の砂質畑で利用している作業機の利用は不可能

であった。このため歩行型の畦立・土壌消毒．マ

ルチングーエ程作業機を用いて三加茂町水の丸地

区で作業性能などについて検討し，実用性のI餅い

第2節研 究業續

1 ．水田の耕うん整地

（1）畜力用耕うん整地機

①水田の深耕試験（明治45年～大正2年）

翠の改良などにより畜力耕うんが本格的に行わ

れるようになったのは明治30年頃といわれている

が，本試験は深耕の効果を実証するため耕深を3

寸， 4寸， 6寸、 8寸として収,賊を比較した。収

量は耕深に比例して多くなI)81.緋が肢も多収で

あった。また深耕に対する増肥の効果はI断〈． 8

寸耕の3割増肥区が最も多収であった。

②砕土機利用法（昭和7年）

戸部式砕土機の利用法について試験した。その

結果、砕土状態は良好であったが． けん引力はや

や大きかった。

③自動砕土機の利用（昭和8年）

深耕華に自動砕土機（プリーマ）を取り付けて

試験したが．抵抗力の増加が少なく容易に砕土で

きた。しかし砕土後の畦立作業がやや困難であった

④華に関する試験（昭和12年～13年）

本県の土壌に適した革を選定するために6機種

を供試した結果，そのうちの5機繩が実用に供し

得ることが明ら力･になった

（2）動力耕うん機の利用

①動力耕うん機の比較（昭和25年）

郵一

溌瑠

昭和25年頃の動力耕うん機

6台を供試して実用性を検討した結果， ロータ

リ式ではK社の2尺幅, F社の2尺幅． スクリュ

ー式ではF社の25尺幅のもの力適当であった。

②動力耕うん機による代かき法（昭和31年）

機械利用による代かきは，練l)過ぎると深植え

になI)活着や初期生育が不良になりやすかった力、

代力･き後2～3日目に田植をすれば支障のないこ

とがわかった。

③湿田への動力耕うん機の利用法

（昭和32年）

全国から湿田に適した動力耕うん機を集め、小

松島市で比較試験を行った。それまで動力耕うん

機による耕うん整地は不可能と思われていたが，

湿田用車輪を装着すれば可能であると認められた。
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2．畑地の耕うん整地④動力農機具利用による深耕（昭和39年）

ガーデントラクタを用いて深耕区（6寸） と普

通耕深区（3~7寸）に施肥量を変え，水稲および裸

麦の生育，収量におよぼす影騨について検討した

結果，深耕区の4割増肥区の収量が肢も高かった。

①裸麦栽培の耕深比較試験

（大正3年～7年）

裸麦栽嬬における深緋の効果を砿認するため緋

深を3寸， 4寸， 6寸・ 8寸とし，施肥I1tを1～

3荊恥施して比較検討した。施肥蛾が少ないと浅

耕区の生育および収耽が高く、 多肥すれば深緋区

の収敬がよい結果となった。この傾向は試験年数

を経るにしたがって強くなり、 4～5年続ければ

深耕多肥区の収飛が肢も高くなったが，浅耕区で

の収斌埆加度は小さかった。

②畜力土入れ機の比較（昭和25年）

供試機5台を用いて実用朧を検討した結果．榊

造・性能ともに優秀で実用に適していると思われ

たのは、回転土入れ機の2機種であった。

③ゴボウ掘取跡地の簡易整地法

（昭和54年～55年）

ゴボウ栽培地帯では青田売りが慣例で、作業者

は専用の|､レンチャーを用いて掘り取るが、 その

跡地を整地するのが艇家の負担となるうえ、時期

が7～8月の盛夏であるため疲労が大きく問題で

あった。このため'､ラクダ用のロータリと埋め戻

し機，ティラー用の埋め戻し機を供試して簡易整

地法を検討した。 トラクタ区は1回作業での塊め

戻し量は少なかったが， 2回緋を行うことで充分

な整地ができた。テイラーに中耕ロータリとラセ

ン翠を装蒲して作業を行った区も効率的であった

が． トラクタ区の方が勝る結果となった。

(3)乗用型トラクタの利用

①乗用型トラクタによる耕起整地法

（昭和36年）

ホイール型トラクタ(32PS)に耕起作業機として

プラウとポリデイスク，砕土用にロータリを供試

した。外返し法内返し法および両者の組み合わせ，

それに回り耕法の4つについて検討した。その結

果，外返し法が整地後の均平のための仕事麓が少

なく、均平状態も最もよかったことから合理的耕

法と認められた。

②中型トラクタの利用試験（昭和38年）

ホイール型トラクタを供試し，作業機にボトム

プラウ，ポリデイスクおよびロータリを用い， 1

筆の面積が20aの水田を設定して長辺と短辺の比

率を変えた場合の作業能率や燃料消費率を測定し

た。その結果， トラクタの作業効率は長方形圃場

において最も高かった。

③基盤整備水田におけるトラクタの

走行性（昭和45年）

土壌条件とトラクタの走行性および耕うん法に

ついて検討するため，基盤整備直後の農試新圃場

でホイール型トラクタを用いて試験した。作業機

にはボトムプラウ， ロータリ． ワンウエイハロー

を用いた。 トラクタの走行性は車輪の沈下度やス

リップ率によって左右された。走行車輪と同等の

深さ（20～25cm) まで一定の硬度を持っていなけ

れば作業が困難であった。

④長期休耕田の復元対策（昭和49年）

米の生産調整によl)放置された長期休耕田の復

元法として効率的な雑草処理法と整地法を検討し

た。効果的であったのは2～3月に雑草焼却後

田植前にロータリ緋1回と代かき2回がけをする

方法であった。一方民家に近い圃場で焼却時に火

災の恐れのある場合は、雑草を放置し春季に20PS

以上のトラクタで2回以上雑草処理を行い， 田植

前に浅水で代かきを3回程度行えば復元が可能で

あったし、 田植機も支障なく使用できた。

3．急傾斜畑における耕うん揚

土作業の機械化

①急傾斜地用畜力揚土機の試作

（昭和28年～32年）

傾斜畑における揚土作業の労力を軽減するため，

畜力揚土機の跳ね上げ板の回転数と跳ね上げ土竝

について試作検討をくり返し，昭和30年に試作1

号機昭和31年に試作2号機，昭和32年に試作3

号機を完成した。 3号機は所要馬力が比較的少な

く実用の域に達したが， 10度以上の傾斜畑では操

作性及び場土性が低下し実用化することはできな

かった。
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②傾斜地用動力揚土機の試作

（昭和35年～37年）

畜力揚土機は10度以上の傾斜畑では使用が難し

いため．急傾斜畑を対象としたけん引ｿ別（ウイン

チ式）揚土機を試作し実用性を検討した。試験は

傾斜度15度および20度の傾斜畑で実施した。 10a

あたI)の揚土作業時間は, 15度で23時間, 20度

で2.5時間であり実用性が認められた。また昭和

37年には傾斜度別の実用性を検討した。傾斜度が

15度～20度の急傾斜畑における揚土性能はほぼ満

足する結果が得られた。 しかし農道の不備な傾斜

畑では可搬性の向'二が必要と思われた。

③急傾斜地用揚土機の利用

（昭和38年～39年）

ユニバーサルローダによる場士作災

であった。またユニバーサルローターは伽斜度15

度で4.4時間とやや多くの時間を要した。一方1

m#あたりの揚土鼠はいずれも30kg内外で差はなか

った。このユニバーサルローダは歩行咽トラクタ

のため移動が容易で傾斜地用揚土機として県西部

を中心に広く普及した。

④傾斜地用耕うん機械の利用（昭和39年）

歩行型トラクタのドラムロータ（走行兼用耕う

ん装置）の実用性を検討するため，けん引式場土

エン

し

図1 けん引j判揚土機の構造

当農試で試作したウインチ式揚土機とユニバー

サルローダ（動力揚土機）について実用性を比較

検討した。 10aあたりの揚土作業時間はウインチ

式場土機では傾斜度15度， 20度とも1.3時間内外

ユニバーサルローダの櫛造

（助力揚上機）

ドラムローターによる傾斜畑の耕うん作業

機及びユニバーサルローダと組み合わせて耕うん

性能を検討した。供試機によるlOaあたりの耕う

ん作業能率は傾斜度10度で1~3時間， 20度で1.6時

間であり，砕土効果もあ'）ドラムローターは傾斜

地用の耕うん用機械として実用性が認められ，本

県をはじめとする傾斜畑，特に割頃撚椥Iに普及した。

⑤上記以外に試作された傾斜地用

耕うん機械（昭和38年～39年）

a・段軸車輪使用ティラー
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畑用のドリル施肥播種機を水稲直播栽培に利用

するための耕うん整地法を検討するため，全耕ド

リル，不整地ドリルの各直播区と慣行田植につい

て比較検討した。労働時間は慣行時間100とする

と，全耕ドリル区45,不整地ドリル区40といずれ

も大幅に省力化できた。また収量でも5～6％の

増収をみた。

⑤乗用トラクタを中心とした水稲直播栽培

機械化体系の確立（昭和35年～38年）

乗用トラクタと各種作業機を利用し，機械化体

系基準を作成するため， トラクタ(32PS)を中心

として，施肥播種機（7条用グレーンドリル） ，

耕うん整地機（ボトムプラウ，ポリデイスクおよ

びロータリ)，畦畔防除機，小型（穂刈型）コン

バイン，通風乾燥機などを組み合わせて検討した。

10aあたI)労働時間は94時間を必要とした。昭和

37年度の本県の10aあたI)平均労働時間は127.7

時間であI)．平担部の水田では100時間程度であ

ったと思われることから，その省力効果は少なか

った。また10aあたり収量は419kgで移植栽培な

みであった。

⑥湛水土壌中直播機による栽培法

（昭和57年～59年）

段軸ティラーによる傾斜畑の翠耕作業

段軸にすれば翠と土の姿勢角や耐横転性が向上

し、 18度程度までの黎耕が可能になり山草や生わ

らなどの有機物をすき込むために利用された。

b.単輪型ティラー

3PSの小咽テイラーを改良し、直径30cnlの鉄製

刺状車輪の輪距を約14cmに縮めた単輪型式のテイ

ラーによる黎耕法を研究した。急傾斜地での転倒

に対して運転者の力によって機械を水平に保てる

ことや旋回しやすい利点があった。

4．播種の合理化

①アメリカ製播種機の利用法

（昭和26年～28年）

農林省よI)委託されたアメリカ製播種機の実用

性を検討した。本機は作溝，播種，鎮圧が同時に

でき優秀性が認められた。

②アメリカ製播種機と国産播種機の比較

（昭和38年）

アメリカ製播種機と国産の播種機を比較したが

播種粒数でアメリカ製播種機の変動が少なく優秀

であった。

③ドリル施肥播種機の籾落下量試験

（昭和35年）

ドリル施肥播種機に水稲（品種： ミホニシキ）

を用い，開度と種子の落下量について調査した。

lm間の落下粒数の標準が60～70粒とすれば、 ロ

ール幅が7mmでは開度が3～4, 9mmでは開度

1～2が適当であった。

④ドリル播種機利用による水稲直播栽培

（昭和35年）

省力稲作の新方式一湛水土壌中直播機

新しく開発された湛水土壌中直播機は田植機よ

l)さらに省力化でき，従来の湛水直播に比べ出芽

や苗立がよく倒伏も少ないなどのメリットがある。

供試機は4条用直播機で，品種は日本晴と中国91

号を用いた。最高分けつ期における茎数は湛水直

播区が明らかに多いが、成熟期における穂数は差

が少なかった。収量は5月20日直播区が移植区よ

り約10％増収したが， 6月10日直播区でも移植区
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と同程度の収瞳が得られた。倒伏は移植栽培に比

べるとやや多く， これを少なくすることがこれか

らの研究課題と思われる。過酸化石灰による粉衣

種子は無粉衣種子に比べ土中からの出芽率は明ら

は国産の施肥播種機を供試した。労力は慣行区

（畦立手播）に比べ37％節減でき収還でもドリル

播区が多くなった。昭和35年は動力刈取機を供試

し，刈取機に適したドリル播種様式の選定につい

て検討した。集束型刈取機と刈倒し型刈取機を供

試したが，刈取機の刈幅(35cm)に適した播種様

式は畦巾60cmの2条播区であった。

5．田植の機械化

（1）育苗

①散播苗簡易露地育苗法（昭和44年～45年）

水苗代式の簡易育苗法として，有孔ビニールマ

ット，無孔ビニールマットを苗代に倣き， この上

に約3cmの土を置いて育苗する方法と竈内箱育苗

法について試験した。苗の生育は室内育苗に比べ

水苗代区は約7日遅れた。生育は床下に撒くビニ

ール孔の大きさに比例して良好となったが，苗取

り労力はビニール孔が大きくなるにしたがって多

くなった。これはビニール下部に根が多く張るた

めであった。昭和45年は畑苗による露地育苗法と

して，黒色ビニールトンネルで溝潅水を行いなが

ら育苗し、有孔ポリ及び無孔ポリを使用した。床

は木枠を用い育苗箱と同じ60cm×30cmに区切って

育苗した。対照区に箱育苗法を用い戸外のビニー

ルトンネル内で育苗した。苗の生育は箱育苗に比

べ有孔ポリ区がよく，無孔ポリ区は悪かった。 し

かし無孔ポリ区は徒長が少なく健苗が得られた。

10aあたりの育苗時間は箱育苗の9.4時間に対し，

露地育苗は5.6時間で約40％省力化できた。苗取l)

抵抗は箱育苗が3.3kg,露地育苗の無孔ポリ区が

30kg、有孔ポリ区が4.8kgであi)婦人でも作業が

容易であった。育苗経謝でも瀧地育苗は箱育苗よ

り約30%安価であった。

②露地育苗（稚苗）の実用化

（昭和44年～45年）

昭和44年には露地で育苗した稚徽の田械機によ

る実用性を検討した。供試機は散播苗用田植機

（フロート式2条)，苗にはセトホナミの26日苗を

用いた。育苗用床土のうち水苗代の乾土区は亀裂

が生じやすいなどのため欠株が多くなった。 しか

し練土区は欠株が少なく箱育苗と大差がなかった。

10aあたりの圃場作業壁は．箱育苗で7.la/h,
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土中直播用にカルバーを粉

衣した緬籾の出芽優位性

かによいが．実用的な播睡深度は2cm確度と思わ

れる。播種から本田作付までの10aあたり作業時

間は，湛水土壌中直播区は育苗労力が不要のため

移植栽培に比し26.8％に省力化できた。

⑦ドリル施肥播種機による麦の省力栽培

（昭和33年～35年）

初年度は麦作の省力化をはかるため，作条，播

種，施肥，覆土が一工梯でできるアメリカ製の動

力ドリル旙極機を供試し．作業能率などについて

調査検討した。収愚は‘臘行区（畦立手播）に比べ

増収したが， これは播祁敵および施肥蹟の増加に

伴って穂数が増加したためである。栽培管理に要

した労力も慣行区に比べてドリル播では約26％節

減できた。 しかし刈取は両区とも手刈りしたため

ドリル播区が多くの労力を必要とした。昭和34年
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水苗代乾土区で6.9a/h,同練土区53a/hであ

った。畑苗代で露地育苗した稚苗の田植機適応性

については昭和45年に実用性を検討した。このと

きにはセトホナミの18日苗を使用した。植付時の

苗長が15～20cmであれば移植に支障はなかった。

また苗床10cIIf当たり400本～430本の苗立数があれ

ばl株の植付本数は4～5本となり適当であった。

植付時の欠株は5％程度で箱育苗と大差はなかっ

た。 10aあたり圃場作業時間は箱育苗区が125時

間，露地育苗区は同程度またはやや高い値であっ

た。以上の結果露地育苗の実用性は高く，稚苗用

田植機の育苗法として有望であった。

③田植機用マット苗（中苗）の

露地育苗法（昭和46年）

草丈20cm,苗令4.0|葉の中苗を目標として露地簡

易育苗法を検討した。育苗法は揚げ床方式とし，

藤 ~ ~￥_11

た。

（2）本田の整地法

①乗用トラクタによる整地法と田植機の

作業精度（昭和43年）

乗用トラクタ(32PS)の作業機としてロータ

リ，ボトムプラウ'水田ハロ－を用い田械機は土付

苗用田械機の水田車輪式（アーム植付式動力4条，

苗落下式動力2条） とフロート式（回転挿爪式人

力1条， クランク植付式人力1条）を供試した。

乗用|､ラクダによる耕うん整地法はロータリ深耕

田（耕深15cm)では耕盤が斉一なため,各田械機と

も作業が容易であった。植付精度は田植の3日前

に整地した代かき3回区が鮫もよかった。プラウ

深耕区（耕深20cm)は緋盤が不斉一なため．水田

車輪式では横振れが多く走行性が劣り，操縦者の

疲労が多く田植糒度は低下した。 しかしフロート

式は地表面に接地して走行するため、耕盤に関係

なく容易に田植することができた。

(3) 田植機の作業性能

麺
①根洗苗用田植機の性能（昭和40年～41年）

一般の手植用に育苗した成苗を移械する田植機

が開発されたため， これの実用性を検討した。作

業能率は慣行手植に比べ約30％に省力化できた力《

欠株率が高く浮苗や腰折れも多く発生した。

②根洗苗用田植機の作業性能

（昭和41年～42年）

早期水稲を対象として耕うん整地法と田植精度

について検討した。昭和41年はロータリ耕うん機

による代かき回数と4.5葉苗による根洗苗用田植機

の精度を調査したが．代かき回数を2～3回とす

れば浮苗や腰折れが少なくなり田植精度は向上し

た。昭和42年は耕うんを黎耕とし，代かきをカゴ

車とレーキで3～5回，均平はハシゴで2回行い，

1日放置後に田植した。慣行手植栽培の場合の代

かきは2回程度がよいが．根洗苗用田植機では5

回がけするのがよいと思われた。

③土付苗用田植機（苗播機）の性能

（昭和40年～41年）

2条用の供試機と慣行手植法を比較検討した。

試験区の10aあたI)の作業能率は苗取りが2.0時

間、 田械が3~0時間、計5.0時間であった。これに

稚苗田植機用苗の露地育苗

床土に埋設する資材は有孔ポリ （孔径2mm)を使

用し, 60cm×30cmの木枠を組み込んで育苗した。

苗の生育は1箱の乾籾播種量が1109と1309がよ

く30日でほぼ目標の大きさに達した。しかし1509

区はやや生育が遅れた。苗取り労力は有孔ポリを

使用したため根がマット苗の下に入り， 1箱のマ

ット苗を取るために9.9～12.8kgの力を必要とし

た。

④稚苗移植用ひも苗の中苗化（昭和46年）

ウレタン製人工培地による中苗（4葉苗）の育

苗法を検討した。品種はセトホナミを用いた。 1

箱あたりの播種量は，初期生育をみると播種量が

多い程遅れたが．移植時には差はみられなかった。

田植による欠株率は．播種量が1箱あたり1509区

および1809区で5%以内となり問題は少なかつ
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対して慣行区は苗取りに7.7時間，田植に8.9時間

で計16.6時間を要したことから試験区は％に省力

化できた。しかし均平が不良な場合は，水深の深

い所では浮苗が発生した。

④土付苗用田植機（苗播機）の

作業精度（昭和41年）

早期水稲を対象にロータリ耕うん機を供試し，

水田の耕うん整地等と田柿精度について検討した。

この田植機（苗播機）を利用する場合代かき回数

は2回がけ程度がよいと思われた。

⑤動力式田植機に関する試験（昭和42年）

半湿田の早期水稲を対象として，苗落下式田植

機（苗播機）とアーム植付式田植機を用い，耕う

ん嬢地法特に代かき回数を検討した。作業機はテ

イラーで耕うんには黎・代かきにはカゴ車とレー

キを用いた。浮苗率は苗落下式田植機では代かき

5回区が少なく，アーム式田植機では4回がけ区

が最も少なかった。よって動力式田植機に適した

代かき回数は4～5回と思われた。

⑥苗ひもの抗張力と田植による

機械的欠株（昭和44年）

田械機用苗ひもの抗張力と田柚機の機械的欠株

について検討した。苗ひもの抗張力は直線部よ'）

コーナー部が弱く，機械的欠株を少なくするため

にはコーナー部を強くする必要が認められた。ま

た苗の発根量が多いほど抗張力は強かった。

⑦水稲4条用田植機の作業性能（昭和51年）

平担部の水田地帯に4条用田械機が新たに導入

され始めたので，その性能を検討した。圃場作業

られなかった。

⑥中苗用田植機の作業能率（昭和51年）

2条用の機種を用いて検討した。作業能率は稚

苗用田械機と同程度であったが育苗労力およびそ

の期間は多くを要した。植付深さは椎苗用田植機

区よりやや深く植付姿勢がよかった。また欠株も

少なく実用性が認められた。

⑨水稲6条用田植機の作業性能（昭和52年）

従来は2条用田植機を中心に導入されていたが

4条用や6条用も開発され普及し始めた。本年は

乗用トラクタ用の作業機として開発された6条用

について検討した。乗用蝋のため長時間の作業で

も疲労が少なく, 10a分の苗を一度に積載できる

ことなどのメリットが認められた。 しかし全重が

重いため緋盤が安定していることが条件である。

また大咽のため小回I)ができず，旋回や移動に多

くの時間を要した。圃場条件では作業幅が広いた

め均平につとめ． 欠株率を低くする必要がある。

6．栽培管理

（1）水田の除草

①水田除草法（明治37年～大正2年）

~水稲の除草法が生育収量におよぼす影響につい

て検討した。すなわち手取区，八反取区田打ち

……賭 “承一 一稚沖

碓苗用田樅機（4条用）

量は2条用の約2倍であったが． 4条用は実作業

時間比率が低かった。また柚付深さのばらつきや

機械的欠株もやや多かったが,実用上の問題は認め 爪IIW
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②人力散粉機の比較（昭和26年）

供試機は11台であった。性能，材鷺などを検討

した結果5機穂の実用性が認められた。

③走行式動噴霧機の性能（昭和37年～39年）

捲盤が整備されていない圃場で走行式動力噴霧

機の実用性を検討した。供試機は動力式横型3

"(11～15PS),圧力が30～35kg/cI1f,吸液並は

771/分,スピードノズル20m,薬液タンク4001,

巻取ホース100mであった。防除作業はノズル係

1名， ホース係6名，機械係1名など計10名で行

った。対象は水稲のニカメイチュウで圃場作業量

は125～168a/hであった。 さらに能率をよくす

るためには，①吸液は散布作業と同時に行う。

②農薬や燃料は走行式動噴のけん引用テイラー前

部にキャリアをつけて同時運搬する。③散布は追

風散布として有効散布幅を拡大することなどが挙

げられた。

④稲株切断機の性能（昭和8年）

K式畜力稲株切断機の性能，材質などについて

検討した。機体は堅牢で株切り歯や株切り位置の

調節ができる点が長所である。しかし機体が不安

定であることから車輪の繊造や深浅の調節に工夫

がほしい。

八 反 取

田 打 叩

車十八反取区，雁爪十八反取区などについて調査

した。収量は雁爪十八反取区が最も多かったこと

から有効な方法であった。

②除草機の試験（昭和9年）

T式コニカル除草機について試験した。本機は

鉄製で製作も入念であり後部の回転車並びに舟底

の調節ができ，比較的軽く従来の機種に比べ稲株

に土を寄せるということはなかった。 しかし土壌

の耕起および反転は充分でなかった。

③動力型水田中耕除草機の利用技術

（昭和50年～52年）

新しく開発された動力2条用中耕除草機を用い

て．除草および中耕の効果を確認した。作業を移

植後20日目に行えば除草，中耕の効果が高かった。

株元の雑草を防除するためには除草剤を併用した。

除草剤を利用する対照区に比べ10aあたりの作業

時間は差がなかったが，収量では若干増加した。

特に除草剤の使用しにくい山間部の水田や晩期栽

培に利用すると効果的であると思われた。

7．刈取および収穫の機械化

（1）水稲の機械収穫

①穂刈式小型コンバインの利用法

（昭和37年）

開発されたばかりの穂刈式コンバインの性能お

よび問題点について究明した。試験には直播水稲

を用いた。走行車輪がゴム車輪で能率が低下しや

すかったことから今後はハーフトラック（前輪ホ

イル型，後輪はクローラ型）などにし能率をよく

することが望ましい。

②普通型コンバインの利用法

（昭和39年～40年）

昭和39年に導入された普通型コンバイン（刈幅

2,6m, ゴム車輪）の作業性能および問題点を究明

するため試験を行った。刈取適期は中晩生種では

出穂後50日以上経過し，籾の水分が23％以下，茎

葉の水分が62％程度に減少した時であった。この

時期は穀粒損失が少なく作業能率も高かった。こ

(2)防除および管理

①人力噴霧機の比較（昭和24年）

全国から有望な農機具を集めて性能や購造など

の実用性について検討した。供試機は高圧型が1

機種，背負全自動型が5機種，てこ式半自動型が

2機種，普通半自動型が4機種の合計12機種であ

った。いずれも構造，性能とも優れたもので実用

に適すると認められた。
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れは従来の刈取り適期よl)4～5日遅い時期であ

る。利用面積を拡大するためには品種の早晩や栽

培条件の組み合わせによって刈取l)時期を拡大す

るとよい。倒伏稲に対するリールの作用は追い刈

りがよかった。

③早期水稲に対する刈取機適応性

（昭和41年～42年）

半湿田に多い早期水稲に適した刈取機を選定す

るため，ダブルタイヤの刈倒し型，同じく集束型，

ベルトクローラの1条用刈取結束機広'幅低圧タ

イヤの3条用刈取結束機を供試した。いずれの機

種ともスIノッブによI)作業能率が低下した。した

がって半湿田では走行部に問題があった。このた

め昭和42年には走行輪の改良につとめ， タイヤ＋

ラグ付補助鉄車を使用した集束型と広幅低圧タイ

ヤを使用した1， 2， 3条用の結束型刈取機を供

試した。 しかし軟弱田における刈取作業では各機

種とも車輪のスリップが多4横振れや沈下がみ

られた。早期栽培のように半湿田に使用する刈取

機はさらに車輪を改良する必要があった。

④自脱型コンバインの作業性能（昭和43年）

早期栽培地帯において歩行型自脱型コンバイン

としてI式HD50R(刈巾05m, クローラ型),M

式MC751 (刈巾0.75m, クローラ型), S式H

50（刈巾0.5m, クローラ型）を供試した。また，

乗用型自脱型コンバインとして, S式H50 (刈巾

0.5m, クローラ蝋）を供試した。試験稲の倒伏も

少なく、穀粒水分は25％内外であった。作業能率

は周辺の四隅の手刈および脱穀の時間を含めると

3.3～3.4a/hであった。コンバインの正味作業能

率は7.7～7.8a/hであった。このことから作業

能率を向上させるためには，周辺や四隅の刈取I)

を合理化するためバインダと組み合わせて作業す

るのがよいと思われた。 自脱型コンバインの穀粒

損失は極めて少なく11～l4%であI) 、選別性能

も良好であった。またコンバインの走行可能限界は、

SR2型硬度計の小型矩形板で30kg加圧の場合16cm

程度で，体重70kgの人の足跡が14cnlぐらい沈下す

る程度と考えられた。

⑤水稲の収穫機別籾品質調査

（昭和44年～45年）

バインダ， 自脱型コンバイン，普通型コンバイ

ン等による収種時期と籾の品質について品種はセ

トホナミを用い，刈取時期を変えて検討した。収

穫時期は自脱型，普通型の各コンバインとも適期

収穫が品質的に良好であり，早刈りは作業能率が

低下し穀粒損失も多くなった。また遅刈りは作業

能率はよくなるが損傷粒が増加した。

⑥種子用自脱型コンバインの作業性能

（昭和55年～56年）

県西部の採種圃地帯での収穫作葉を改善するた

め、新しく開発された採種用の自脱型コンバイン

(Y式TC1350T)を供試し性能を調査した。水

稲の供試品種に日本晴とミネユタカを用いたが，立

毛状態がよく穀粒水分も23～24％に低下していた

ため作業精度に支障はなかった。収穫した籾の発

芽率は98％以上となっており良質であった。麦の

場合， ビール麦（さつき2条）は収穫時の穀粒水

自脱型コンバイン（採種用）

によるビール麦の収穫作業

分が30％以下，裸麦（ユウナギハダカ）では38％

以下，小麦（シラサギコムギ）で30％以下になっ

てから収穫すれば，基準値である90％以上の発芽

率が得られた。 しかし， ビール麦および裸麦の遅

刈l)区は稗折れや倒伏による損失量が多くなるの

で適期刈に留意する必要がある。

（2）麦類の機械収穫

①全面全層播ビール麦の収穫法

（昭和48年～50年）

自脱型コンバインの適正な使用法を検討するた

め． 2条用の自脱型コンバイン( I式）を供試し

た。扱胴回転数を400rpm(周速度12.4m/s)以

下とし，出穂後41～45日目の穀粒水分が24～25％

以下になってから収種しないと検査規格に適合し
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なかった。損傷粒の増加や発芽率の低下は高水分

時収穫や扱胴の回転数を速くした場合に生じやす

かった。

②自脱型コンバインによる麦類の収穫法

（昭和51年～53年）

全面全層播栽培の裸麦およびビール麦を自脱型

コンバインにより効率的に収極するため，収椣時

期と収櫻法について検討した。裸麦は穀粒水分が

35～36％以下になると扱歯周速度15.4m/sの高速

回転でも能率的に作業できた。ビール麦は収椣時

期を遅らせ穀粒水分が27～28％程度に低くなって

いないと発芽率に支障が生じた。周速度は遅いほ

ど発芽率が高くなった。

いため、一方向刈りとしたが能率は低<25a~

4.0a/hであった。

(4)牧草刈取の機械化

①牧草刈取機の比較（昭和35年）

酪農の振興に伴って草刈り作業の機械化が要望

された。このため市販の刈取機の実用性と改良上

の問題点を検討した。実施場所はレンケ畑で，回

転刃式7台，往復動刃式2台,高速回転刃式(背負

型，肩掛型） 4台を供試した。 10aあたl)の刈取

時間は回'膳刃式で0.4～1 .4時間，高速回転刃式で

1 .8～2,7時間，往復勤刃式で0.6～1.4時間であっ

た。なお改良すべき問題点としては①刈!)高さの

調節，②草の回転軸への巻き付き，③精度の向上

などであった。

②急傾斜放牧草地余剰草の機械化処理法

（昭和47年～48年）

山地酪腱における急傾斜草地から生ずる余剰草

の貯蔵を前提とした収櫻法を確立するため，傾斜

度が2～25度の草地で冬瑠牧草のトールフェスク

ほか2種，夏姻牧草のバヒアグラスほか2種をバ

ラ播きした集約草地において試験を行った。刈取

機械としてウニモクトラクタ十レシプロモーアを

利用した。運搬にも同じウニモクトラクタを利用

した。 10aあたl)の作業能率は緩傾斜畑(5～10

度）で0.9時間，急傾斜畑（20～23度）で1~3時間

であl) ,急傾斜畑は緩傾斜畑の1~5倍の作業時間を

要した。 lOaあたりの積込み運搬には緩傾斜畑

2.9時間，急傾斜畑3~4時間を要した。また急傾斜

地余剰草の収稚法を確立するため，傾斜度5～20

度の混牧林草地を対象に検討した。余剰草を乾燥

して収種する手段として、 ウニモク用のレシプロ

モーア→改良ウィーダ→ダンプ荷台を用いたが，

傾斜度20度まで作業が可能であった。 10aあたり

作業能率は傾斜度5～15度では7時間15～20度

では15.2時間であった。

（5）野菜類掘取作業の機械化

①レンコン掘取作業の実態調査（昭和35年）

レンコンの掘取機を試作するため，現地の実態

調査を行った。その結果， レンコンの位置は地表

から28～40cmであり， この位置までの土を機械で

除去できることはわかったが， レンコンを損傷な

(3)大豆刈取の機械化

①大豆刈取の機械化（昭和45年～47年）

稲作転換により大豆栽培が増加し，収椣の省力

化が問題となってきたため, 1条刈バインダを使

用して検討した。供試機はI式, K式の2機繩で

あった。両機とも大豆の茎長が30～48cmでは結束

部への搬送が難しく，平均茎長が60cm朧度であれ

ばI式は刈取i)が可能であった。このときの10a

あたI)刈取り作業能率は1.7時間～20時間で， 人

力作業の％～％に省力化できた。また全面全IWW

大豆の刈取り適応性について検討したが，実用性

はなかった。

②水田転換畑大豆用刈取機の性能

（昭和53年～54年）

結束型刈取機2機，集束型3機の計5機樋につ

いて作業精度および作業能率を調交した。点播区

大豆刈取機の作業状況

における各機種の作鐵眉率は5a～7a/hであっ

たが，集束型の1機種は能率が高く10a/hであっ

た。全面全層播区での刈取りは往復刈I)ができな
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9．乾燥調製

（1）水稲の乾燥

①籾乾燥法（明治43年～大正2年）

刈取後に地干ししたものはムシロ干しを長くし

ても品質は劣るが．刈取時に3株ずつ穂を重ねて

乾燥すれば品質はよくなった。 しかし妓も良好な

米を得るためには，架干しを行う必要があること

が明らかになった。

②籾の火力乾燥法（昭和3年～5年）

蚕室を利用した簡易火力乾燥法並びにM式火力

乾燥機K式籾乾燥機などについて籾の乾燥法を

検討した。この結果火力乾燥法の有利性が実証さ

れた。

③籾のムシロ干し乾燥法（昭和4年～5年）

外温と籾温の関係，水分の減少率と胴削れ米の

関係について検討し具体的な数値を得た。

④籾乾燥の経済性比較（昭和5年）

ムシロ干し法で籾8石を乾燥する場合1石あた

りの労賃は27銭でムシロ代を含めた籾の乾燥経費

は71銭であった。一方練炭を使用した棚乾燥は1

石あたりの労賃が8銭と安く， 1石の籾を乾燥す

るに必要な経費は24銭で，ムシロ干しより約34％

に経費を節減できた。火力乾燥の利点は天候に左

右されないこと，砕米や胴割れ米が少なく米の品

質がよいことなどである。

⑤籾の通風乾燥試験（昭和33年～34年）

早期米は胴割れ米の発生が多く， しかも乾燥が

充分でなく長期貯蔵に耐えにくいなどの問題があ

り、一般に品質が劣るとされていた。そこで通風

乾燥機を供試して乾燥法を検討した。供試籾には

刈取り直後に動力脱穀機で脱穀した農林17号を用

い，雨天・曇天・晴天下で試験した。湿度の高い

雨天や曇天日でも火炉を併用し，床下温度を5～

15℃高くして乾燥すれば胴割れ米等による品質の

低下は認められないことが明らかとなった。 （昭

和33年）

普通水稲（品種シオジ） も刈取り直後に動力脱

穀機で脱穀した籾を用いて試験した。乾燥前の籾

の含水率は16％であった。乾燥機の床下温度を25

～26℃に加温（常温十7℃）し、 6時間後の胴割

れ米の増加率を調査した。 しかし胴割れ米の発生

は少なく4.0％前後で実用上問題はなかった。 （昭

〈掘I)取ることは困難であった。

②タケノコ掘取機の試作

（昭和48年～50年）

タケノコの生態や形状を調査した交料をもとに

振動賀入式，円筒ラセン式， ドリル式，チェーン

ソー式等の掘取機を試作検討したが，急傾斜地で

礫の多いタケノコ臆lでは動力機による掘I)取I)は

困難であった。このためスコップの長所を生かし

た人力用のハンマー式掘取機を完成したが， これ

はスコップj別のものであり汎用利用ができる実用

的な機具であった。

8．脱穀

（1）水稲の脱穀

①脱穀機の性能比較（大正11年～昭和9年）

水稲品繩の神力を用い、足踏式脱穀機5機種に

ついて性能を比較検討した。また足踏式の2機種

に1．5馬力のモーターをセットして稲扱ぎをしたが

1日に1町2反の稲を扱ぎ落とすことができた。

千歯稲扱きの能率1日1反に比べ非常に省力化で

きた。また経済性からみても動力稲扱きは60銅反

であり，千歯扱きの1円20銭/反の約半分の経蜜で

あった。

②人力脱穀機の脱穀法（昭和11年）

M式, C式の2機種を供試し，普通扱ぎと扇状

扱ぎとして80kgの稲を供試して比較検討した。こ

の結果普通扱ぎの所要時間が短く能率は大であっ

た。 しかし穂切れや屑重は扇状扱ぎが少なく後始

末の時間は短かった。

③動力脱穀機の比較（昭和24年）

本県の奨励腱機具選定試験として実施した。供

試機の中では下扱単111型の8機種と上扱式の2機

種が材質・概造・能率・性能・取扱いなどの点か

ら実用に適していると認定された。

（2）麦の脱桴

①麦脱桴機利用試験（大正13年～15年）

N式脱桴機と発動機を使用して麦打ちと比較検

討した。麦打ちでは1日10時間で5石が限度と思

われたが，供試機は1日100石の麦を脱桴するこ

とができた。 1石あたI)の脱桴経費も約茄に節約

できた。
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ニール袋， コンバイン袋で24時間目頃， カマスで

は36時間目頃であった。カビ粒の発生率5％以下

を安全日数としてみると， ビニール袋， コンバイ

ン袋は1日，麻袋は1.3日， カマスは1.5日程度と

思われた。なおムシロ上のバラ貯蔵区は100時間後

もカビの発生はみられなかった。また午前中にコ

ンバイン収穫した籾を圃場に放置できる許容時間

の試験を行った結果では． 4～5時間が限界と認

められた。堆積生籾をカビの発生から防ぐ許容限

界はコンバイン袋，ムシロのバラ積50cm区の場合

は10時間， カマス，ムンロのバラ積30cmでは12時

間，ムシロのバラ積10cm区では48時間ぐらいであ

った。

③短期貯蔵を目的とした籾通風乾燥試験

（昭和45年～46年）

予備乾燥を行って安全貯留日数を長くし，乾燥

機の稼動率を高めるため，普通水稲の東海33号を

用いS式通風乾燥機と通風方式貯蔵乾燥装置を供

試した。収穫時の籾は穀粒水分が23％であった。

これを18％程度に予備乾燥しカマスに入れて貯留

限界を検討した。貯留を始めて40日目の被害粒の

発生は6.4～7.4％であった。予乾時間は常温通風

乾燥で23時間を要したが，加温通風乾燥では6時

間と短かった。

和34年）

大型通風乾燥機が県下3農協に設置され， さら

に増加する気運がみられたためその性能を究明し

た。供試機は16m2の乾燥室を持った大咽通風乾燥

機を用い，供試籾は早期稲の農林17号を刈取り直

後に脱穀した籾で穀粒水分は18.5％であった。籾

重2.120kgのものを7時間で含水率13.5%まで乾燥

することができた。これに要した電気代等の甜用

は玄米150kgあたり25円であった。 （昭和34年）

⑥移動式循環型乾燥機に関する試験

（昭和39年，昭和42年～43年）

a・利用法試験（昭和39年) :普通卿（中型）コ

ンバインで収極した籾を, N式573E型移動式循環

型乾燥機に搬入して乾燥性能を検討した。試験場

所は阿波町の機械化実験集落である。供試機の乾

燥室は12,9601(4,3201×3室)で送風機は軸流型，

熱源は石油バーナー，運転動力はトラクタ（37

PS)のPTOを利用した。供試籾は5,600kg,堆穣

高さは各層3m,乾燥前の籾の含水率は216%で

あったが，乾燥後は12.8％に減少した。乾燥後の

運転時間は11~3時間で，玄米150kgあたりの総燃

量費は6．81(バーナー5．01， トラクタ1.81)であ

って経費は204円であった。

b.実用化のための改良（昭和42年～43年）

(a)籾の循環部の改良？N式移動式乾燥機は大

量の籾を乾燥するために設計されている。わが国

では大量の籾を集めるには異なる品種を集める必

要があり，品種の混合や乾燥後の分配が問題とな

ったため，乾燥室を6分割して各室の籾を個別に

とl)出せるように改良した。これにより20a分程

度の少量籾でも乾燥できるようになI)実用性が向

上した。

(b)分割搬送法の改良：供試乾燥機はコンバイ

ンとともに現地へ移動するが， トラクタでけん引

するとき，全長が11.3mとなり移動力難しいため，

風胴部と乾燥部を2分割し風胴部に車輪をつけて

分割搬送できるように改良した。

⑦自脱型コンバイン収穫籾の簡易貯留法

（昭和45年～46年）

早期栽培水稲を自脱剛コンバインで収穫したの

ちの貯留方法としてコンバイン袋，麻袋， ビニー

ル袋， カマス，ムシロパラ機などの方法を設定し

て検討した。貯留中にカビが発生し始めるのはビ

(2)麦・大豆の乾燥

①高水分裸麦の乾燥法（昭和51年～53年）

自脱型コンバインによl)早刈りされる高水分麦

の乾燥法について検討した。品種はユウナギハダ

カを用いた。穀粒水分が40％以上の高水分麦を循

環式乾燥機に満量にして乾燥すれば循環に支障を

生じ品質の低下を生じた。しかし穀粒水分が23～

24％の場合は満量にして乾燥しても支障はなかっ

た。また穀粒水分が30～33％であっても張込み量

を60％程度にすれば乾燥は順調に行われた。一方

静置式乾燥機を使用した一時貯留法試験では．穀

粒水分が40％程度のものを20cm程度に堆積するの

であればカビの発生が少なく良好な乾燥ができた。

②転作大豆の拾い上げ予乾法

（昭和54年～56年）

小型の試作予乾用コンテナを用いて大豆束の収

集，運搬，予乾という一連の刈取後作業の省力化

をはかった。コンテナはキャスタ付可動型で一辺
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使用した。 1時間の籾摺量は人力用で1 .0～1.5石，

動力機で4.3～9.8石であった。人力用の田臼およ

び動力用のS式は砕米が多かったが，その他は少

なく良好であった。

③自動籾摺選別機比較（昭和5年）

自動籾摺機の性能を検討するため， 3つの機種

を供試した。F式は156賞の籾を約21分で籾摺し

た。籾摺後の玄米1升重は406匁で3機種の中で最

も重く選別もよかった。N式は277枇の籾を約30分

で籾摺した。籾摺後選穀機に1回がけしたところ

1升重は410匁となり選別もよくなった。Y式は

187賞の籾を51分で籾摺した。籾摺後の玄米l升

重は402匁で3機種中最も軽かったが，選穀機の1

回がけで玄米1升重は408匁となり選別もよくな

った。

④畜力用籾摺機の比較（昭和8年～9年）

畜力の利用率を向上させるため，畜力用籾摺機

の各哩式を用いて試験し一般業者の使用上の参考

にした。試験の結果特によかったのは土日】W!籾摺

機であった。

⑤米選機の利用法（昭和5年～8年）

昭和5年はS式選穀機，昭和7年にはSA式米

選機について選別状態や取扱いなどを検討し、実

用化できることを認めた。昭和8年には農具依頼

試験として2種類の米選機について試験した。こ

れらは縦線米選機の初期のもので，当時としては

縦線が切断すれば修理が難しいと思われた。

⑥玄米の精白および搗精促進物質試験

（昭和10年～11年）

昭和10年には米の選別梶度と精白度について調

査したが，選別程度の良いものが鳩精時間が短く，

砕米等も少ないことが明らかになった。昭和11年

には玄米を糖白する場合に使用する搗梢促進物質

について検討した。泥砂（滴粉）は鴨釉時間が短

かったが，砕米や減愚歩合が高かった。また籾

殻は砕米や減鎧度は中間的であった。鋸屑は鴨梢

時間が最も長かったが砕米は少なかった。以上の

ように一長一短があったが所要馬力の差は少なか

った。

⑦裸麦包皮粒の調製法（昭和51年～53年）

早刈I)した高水分裸麦を乾燥した後，商品価値

を高めるため包皮粒を除くための調製法を検討し

大豆予乾用コンテナによる乾燥状況

が12mの立体蝋のものである。底辺および側面

の一部は鉄板張りであるが，側面の大部分はクリ

ンプ網張I)とした。乾燥はバインダ結束大豆をコ

ンテナに圧密堆枇した状態で室内で30℃加温乾燥

を行ったが，乾燥状況は良好で品質の劣化はみら

れなかった。 10aあたり作業能率は，慣行法では

刈取集束した大豆の島立てに1.8時間， これを大束

にして運搬するために5.2時間で合計6.8時間が必

要であった。一方コンテナを使用すれば延時間が

1.7時間ですみ、光の労ガで作業ができた。このよ

うに刈取後のハンドリングはコンテナ利用の予乾

法によって省力化できた。刈取後の各作業に多く

の労力が必要な大豆作にとっては有望な技術と思

われた。

（3）水稲・麦の調製

①唐箕の利用法（昭和6年，昭和10年）

昭和6年は市販の4機種について乾燥籾1石を

供試して比較検討した。昭和10年は当時販売され

ていた5機種を比較し，優良なものを選定した。

供試籾は160kg (147)を準備して試験した。T

式は大型であり, H式は小,iW!であったがいずれ

も材質および製作が良く能率，選別とも良好であ

った。 Y式は極小剛で風選の能率が低く選別もや

や劣った。 S式は小咽で材質はよいが能率が低く

風速も弱いため選別が悪かった。

②籾摺機の比較（大正11年～14年）

籾摺機の優良なものを知るために試験を行った。

供試機は人力用が在来田臼など3機種，動力用4

機種であった。動力源には3PSの石油発動機を
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た。供試した麦は4～7％の包皮粒割合であった。

自動棚習機を使用する場合主軸回転数を1100rpm

および1300rpmとし， ロール間隙を1mm程度に調

整すれば機械的損傷もなく包皮粒を0~1％～0~6％

に低くすることができた。脱穀機で調製する場合

は主軸の回転数を増加させるにしたがって包皮粒

は少なくなったが損傷粒も増加した。したがって脱

穀機による調製能力は自動籾摺機よりかなり劣った。

③裸麦の精白促進物質試験（昭和10年）

K式精麦機を用いて促進物質（混砂，籾殻，麦

糠，鋸屑）を比較した。搗精時間は混砂（石粉）

が短く，籾殻麦糠はやや長かった。砕麦歩合は

鋸屑区が最も多かったが籾殻，麦糠区は少なかっ

た。以上の結果混砂（石粉）搗精の代用として利

用できるのは籾殼と思われた。

⑨小麦精白試験（昭和9年）

精白小麦を白米に混入し，麦飯用として用いる

ため小麦精白について検討した。供試機としてK

式精麦機を用いた。小麦を精白するには原料小麦

を十分乾燥し，混砂（石粉）を多くして作業時間

を長くする必要があった。 しかしこの方法は実用

性に乏しかった。

ができることがわかった。

④小麦製粉における加水量と加水放置時間

（昭和9年）

N式製粉機1号型を供試し，小麦15kgを用いて

試験した。加水量2合までは製粉量が増加した。

それ以降3合までは製粉量は少なくなるが製粉の

質は良好となった。加水後の放置時間は長いほど

製粉量が多くなることが明らかになった。

⑤雑穀製粉法（昭和9年）

動力用小型製粉機を供試した。製粉原料はトウ

モロコシ，大豆粕など13種類を混合したものであ

ったが，締の目が大きくしかも1枚節であったた

め，小麦の製粉よりはるかに能率が高かった。

〆′、ンドル

方向固定装謎

／~~ 腕

今

黒
、、

架 台

、、

方向固定用

園芸用運搬車の幟造
10．加工用農機具

11 ．運搬①人力製繩機の性能（昭和11年・昭和26年）

昭和11年は人力用製繩機の性能および製品の良

否を検討するため, H式とT式を供試した。 2機

種とも太繩，普通繩の製造能率が高く，繩の品質

も良好であった。 しかし細繩の製造能率は低く品

質も劣った。昭和26年には本県の奨励農機具選定

試験として，市販されている12機種について機構

検査および性能検交を行った。その結果細繩専用

機の3機種と普通繩専用機の4機種を選定した。

②製粉機の性能（昭和7年～8年）

小型動力製粉機の性能を知るためN式製粉機1

号型を供試した。 1斗の小麦の製粉時間は1.5時

間，製粉割合は63～70％となり，品質も比較的良

好なものが得られた。

③製麺機に関する試験（昭和9年）

人力用のM式製麺機を供試して、農村で使用さ

れていた小型製麺機の使用方法を研究した。この

製麺機は粉と水の混合割合に注意すれば良い製品

①ハウス園芸用運搬車の開発

（昭和43年～44年）

ハウス栽培で多労を要する運搬作業を改善する

ため，小咽運搬機を試作してハウスキュウリの運

搬作業改善のための試験を行った。能率は簡易容

器利用の人力運搬区に比べ44％の省力化ができた。

この運搬車は20kg入りの箱が2個載せられるもの

であった。また収穫しながら選別も同時に行うこ

とができた。

②露地野菜収穫物の搬出法

（昭和49年～51年）

ンロウリ栽培の収穫は盛夏であるため労力負担

が大きく，栽培上のあい路となっていた。このた

め人力1輪車を対照とし，動力運搬車（1輪2

輪， 4輪，単軌道1輪）を使用して作業能率や投

資効果について検討した。運搬効率の点では， 人
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力1輪車に比べて動力運搬車は畦間旋回ができな

いため不便であった。 しかし動力車の中で2輪卓

は1回あた!)連搬赴が多く疲労も人力1輪卓より

少なかった。運搬卓に合わせた畦巾にすればさら

に能率はよくなると思われる。

③傾斜地における堆肥運搬の省力化

（昭和55年）

傾斜地果樹園への堆肥散布労力の省力化をはか

るため動力運搬車を供試して検討した。堆肥の10

aあたり散布量を400kgとすれば，人力一輪車は

1回2袋(40kg) として40回運搬する必要がある。

しかし動力運搬車の械載鼓は15袋(300kg)で2

回の運搬回数でよかった。袋入り堆肥は被込みや

すいが，園内の袋の配置や散布には多くの労力を

必要とした。これに対･して．バラ穣区は積込みに

多くの労力を要したが運搬車がダンプ式のため荷

下ろしの労力は少なかった。

業時間は30時間以内であった。なおこの試験で防鳥

用としてマネキン人形などを利用して効果をあげた。

③転換畑大豆の機械化実証試験

（昭和56年～57年）

現地（脇町）に娠換畑大豆用機械を供i用し地域

に適した機械化作業体系を確立すべ〈試験した。

10aあたI)の延作業時間は，慣行作業体系で54.8

時間，小型機械化体系は29.7時間， 中小型機械化

体系は29.3時間となl) ,適当な機械を導入するこ

とにより大幅な省力化が可能なことが実証された。

④傾斜地タバコ作の機械化（昭和41年）

傾斜地におけるタバコ作の植床耕うん整地法と

してドラムロータに偏心培土板をつけて検討した

が傾斜度10度〈･らいまでは実用性が認められた。

また大培土作業用の作業機を選定するため，歩行

用トラクタに装着する作業機について検討した。

作業機としてはバーチカルロータ2枚刃およびバー

チカルロータ4枚刃十偏心培土板力浪かつた。しか

しいずれも傾斜度が10度以内に適応できるものであ

ると思われる。作業能率は10aあたり1.0時間であ

I),慣行作業の46.4時間に比べ大巾に省力化できた。

⑤砂質畑における土壌消毒，マルチングの

一工程技術（昭和52年～54年）

露地野菜の連作障害と腱薬公害の防止をはかる

とともに省力化を目指して乗用型トラクタ利用に

よる一工梶作業法を検討した。 10aあたり作業能

率は，慣行法の6~8時間に対して試作機では2~7時

間となり，約40％に省力化できた。

⑥傾斜畑における土壌消毒，マルチング

ーエ程作業技術（昭和56年～58年）

山間傾斜畑における一工礎作業機

（畦立一土壌消藏一マルチングの同時作業）

12．作業体系

①稚苗移植栽培と湛水直播栽培の比較

（昭和50年）

稚苗移緬区は床土準備，育苗，移緬などの作業

が必要なため, 10aあたり総作業時間は291時間

となり湛水直播区より多くなった。 しかし移械後

の管理が容易で倒伏も少なく収遮も高かった。こ

れに対して縦水直播区は幡樋作業が容易で脇械作

業が不要なため，総作業時間は23.3時間と、椛苗

移植区より少なかった。 しかし播種むらや倒伏し

やすいなどの問題点があったうえ，収吐も約5％

少なく品質も劣った。

②転換畑大豆の機械化栽培

（昭和48年，昭和54年～56年）

昭和48年は播樋から収櫻作業までの省力化をは

かるため，動力播繩機，歩行型耕うん機,, 1条用

バインダ，脱粒機（自動脱穀機飼料用カッター

改良瑚)，調製機（唐飾，米選機改良IW!)を使用し

各作業の省力化を検討した。昭和54年～56年は，

転作大豆栽培の全作業にわたっての機械化体系を

組み所要時間を求めた。供試機は脱粒にスレッン

ャを新しく導入した。また乾燥作業には予乾用と

して試作コンテナと仕_上げ用に肺證式乾燥機を併

用した。この機械化作業体系による10aあたり作
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標高800m～1,000mの水の丸地区などの傾斜畑

で栽培されているダイコンに，昭和53年頃から萎

黄病の発生が多くなり， その防除の確立が要望さ

れた。このためH社の歩行型トラクタによる一

工程作業機（畦立，土壌消毒，マルチング）を試

作検討した。試作3号機でほぼ実用化の目途がつ

いた。この作業機の10aあたり作業能率は2.3時

間であり、傾斜畑への適応性は高い。

⑦傾斜採草地の中小型機械利用方式

（昭和47年～48年）

省力生産方式を確立するため，中小型機械とウ

ニモクトラクタを用いてローズグラス、 イタリア

ンライグラスを栽培した採草地で試験した。牧草

跡地の簡易耕うん法はウニモクトラクタ＋ヅース

ハローによる浅耕が有利であった。また施肥，播

種は背負ダスターが能率的であった。刈取につい

ては乗用型や歩行型のレシプロモーアについて傾

①石油発動機およびマグネト修理

（昭和3年～13年）

農具担当者の業務として当時普及しはじめた石

油発動機の修理やマグネトの修理を行った。

②石油発動機に使用する石油の良否並びに

経済性試験（昭和6年）

石油発動機（2.5馬力， 35馬力）を用い， 14社

の石油について検討した。回転の良否，燃料消費，

排気の色などから判定して良品質の石油を選定した。

③応召農家の農具修理（昭和13年）

大日本農機具協会徳島県支部および各郡農会が

主催して，支那事変に応召した農家の農具を無償

で修理し利用価値を高めることにより，出征によ

る労力不足を少しでも補うために行ったものであ

る。会場は県下18か町村で，昭和13年1月から3

月末日までの間に1日lか所の修理を実施した。

修理は農具担当者および農機具協会支部会員の奉

仕によって行い，部品交換は2割引きの価格とし

た。なお修理した農具数は石油発動機が133台， そ

の他が27台であった。

斜度別の作業限界を明らかにした。

13．その他
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